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米
田
氏
　
日
本
と
欧
州

連
合
（
E
U
）
の
経
済
連

携
協
定
（
E
P
A
）
が
本

県
に
与
え
る
影
響
は
。

尾
崎
知
事
　
交
渉
の
正

確
な
内
容
は
不
明
だ
が
、

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
T

る
製
材
・
集
成
材
が
国
産

材
の
需
要
を
さ
ら
に
圧
迫

す
る
の
で
は
と
懸
念
し
て

い
る
。
畜
産
で
は
、
豚
肉

が
E
U
か
ら
の
輸
入
が
多

い
こ
と
か
ら
、
安
価
な
豚

肉
の
県
内
へ
の
流
入
が
、

増
頭
意
欲
の
減
退
に
よ
る

生
産
量
低
下
に
つ
な
が
る

こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

米
田
氏
　
土
砂
災
害
防

止
法
に
基
づ
く
区
域
指
定

の
め
ど
を
聞
く
。

福
田
散
大
土
木
部
長

「
警
戒
区
域
」
の
調
査
は

2
0
1
7
年
度
内
に
完
了

の
め
ど
が
付
い
た
。
調
査

結
果
に
基
づ
い
て
市
町
村

が
地
域
防
災
計
画
を
定

め
、
避
難
体
制
を
充
実
・

強
化
す
る
。
住
民
に
著
し

い
危
害
が
生
じ
る
恐
れ
が

歪
を
加
速
化
し
、
1
9
年
度

末
に
お
お
む
ね
の
調
査
を

完
了
さ
せ
た
い
。
指
定
は

関
係
市
町
村
長
に
も
意
見

を
聴
い
た
上
で
行
う
こ
と

に
な
る
。
米
田
氏
　
米
軍
の
低
空

飛
行
訓
練
が
再
開
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

尾
崎
知
事
　
昨
年
1
2
月

の
高
知
沖
の
米
軍
機
墜
落

事
故
後
、
防
衛
枯
ら
に
事

故
原
因
究
明
ま
で
「
オ
レ

ン
ジ
ル
ー
ト
」
で
の
低
空

飛
行
訓
練
中
止
を
米
軍
に

申
し
入
れ
る
よ
う
要
請
し

た
。
事
故
原
因
な
ど
の
情

報
は
現
時
点
で
は
回
答
を

得
ら
れ
て
い
な
い
。
2
月

日
日
に
香
美
市
物
萱
口

の
騒
音
測
定
器
で
7
4
・
8

諺
を
記
録
し
た
が
、
冨
爾

P
P
）
の
会
意
水
準
以
上
あ
り
、
一
定
の
開
発
行
為
的
な
目
撃
情
報
は
な
か
っ

な
ら
、
林
業
で
は
E
U
か
の
制
限
な
ど
を
す
べ
き
た
。
訓
練
が
再
開
し
た
と

ら
大
量
に
輸
入
さ
れ
て
い
　
薄
型
冨
戒
区
壁
の
調
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。

6
。
年
間
、
厚
か
、
亀
調
さ
れ
て
同

声
鷲
孫
の
鼻
兜
か
、
今
は

じ
め
て
奉
l
‥
楕
ィ
、
高
知
か
つ
鉛

版
と
捗
り
斉
し
だ

一
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3
2
名
年
毎
う
り


